
Title ニシンの脂質に関する研究：第Ⅰ報 北東カムチャッカニシンの脂質について

Author(s) 近藤, 尚; KONDO, Hisashi

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 25(1), 68-77

Issue Date 1974-07

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/23512

Type departmental bulletin paper

File Information 25(1)_P68-77.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北大水産業報
25(1)， 68-77. 1974. 

こシンの脂質に関する研究

第I報北東カムチヤッカ=シンの脂質について

近藤 尚*

Studies on the Lipids of Herring 

1. The lipids of the North-Eastern Karnchatka herring 

Hisasbi KONDO本

Abstract 

S倒的nalchang<伺 ofthe lipid conぬnts，iodine values， unsaponifi油lematter 
con色ents，and fatもy 品。idcompositions in the lipids of the North-Eastern 
Kamchatk晶 herringin the Olyutorsky Gulf were studied for the purpose of 
clarifying the role of the lipid目ofthe herring during its life cycle wiぬ inits spawn・
ing se創価制 animportant period of i旬 life. 官1espawning season w制 pr<田 umed
to乱ppe釘 betweenMay and June， from the result of the日e制on品1trends of the 
gonad weight and its lipid cont岨旬. The lipid contents were at a minimum 
during spawning and then increased r叩idly. 官1euns叩onifi品，blem“おrcon-
tent自didnot change strikingly. The male herring showed a tendency to consume 
mainly monoenoic加 idtowards the昭島問lingse剖 onand晶∞umulateit in the 
f田 dingperiod 島氏er spawning， while the female he町ingもendedto consume 
satur晶旬dacid specially towards the spawning period. The observed changes in 
chemic晶.}value and composition werein rel叫，ionto the feeding and sp品問ling自e岨on
of the宣日h. As compared with Al品目Ikanherring lipids， the lower iodine v晶lues，
the larger qu乱凶itiesof monoenoic acid and the smaller quantiti倒 of polyenoic 
acid were the ch晶racteristicsof the lipids of the North-E品自ternKamchatk晶
herring. 

緒言

ニシンは大別して太平洋種と大西洋種にわけちれ，太平洋種の分布は極東水域かち北米治岸におよ

んでいる。極東水域のニシン11:関しでは北東カムチヤッカ群，北西カムチヤッカ君事，南西カムチヤッ

カ群，北部オホ{ツク群，北海道・南サハリン群，南サハリン西岸群および南部沿海州群などの各系

統群の存在が知ちれており，各系統群ごとに局地的生息分布を示している。 ζれらは産卵期には特定

の治岸に近接して産卵の目的を達し，その後沖合Ie移動して限られた海域での索餌期聞をすごした後，

冬期間は深海部，1:静止していわゆる冬眠的越冬をするものと考えられている。

北東カムチヤッカニシンはオリユートル岬を中心とする海域に生息し，別名オリユートルニシンあ

るいはコルフオカラギン系ニシンと呼ばれている。産卵期Ieは沿岸のアナブンスキーおよびコルフオ

スキ【地方Ie来遊するが，その時期は5月ないし6月で成熟年齢は満3才魚以上であるととがしられ

ている。1)

事北海道大学水産学部魚油化学講座
(Laboraωry oJ Ohemi8try oJ Fi8h Oil， Faculty oJ Fisheri回 ，Holc加idoU'叫iversity)
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ニシン脂質に関する研究報告は，大西洋ニシンについては数多くあるが太平洋ニシンについては比

較的すくむい。 Kawamuraのは北東カムチヤッカニシンについて生物資源的観察をお乙なった報告の

中で，肝臓重量と脂質含量は産卵前K低く産卵後急激に高くなるといっている。Robischらのは 1964

年と 1965年の両年にわたりアラスカ産太平洋ニシンの油について， その脂肪酸組成をガスクロマト

グラフィ -1とより検索しているが，飽和脂肪酸は約2396.モノエン酸は約5096.ポリエン酸は約 '2:l

%でモノエン酸が全脂肪酸の約半量をしめており，主要脂肪酸としては 16:0.18:1. 20:1. 22:1. 20:5 

がそれぞれ 1096以上.14:0. 16:1. 22:6がそれぞれ596以上であるとの結果を報告している。

大西洋ニシンに関しては Lovernらのりが 1937年から 1938年にかけて北海産ニシンの種々の群

について，その季節的な含油量変化および脂質の脂肪酸変化を調べた結果，含油量は季節および産卵

期に深い関連があり，産卵期の4月には摂餌の中断iとより急減するが5月から 7月にかけて急激に増

加するのは集中的摂餌によるものであると述べている。また脂肪酸組成K関しては C22酸の異常に多

い乙とおよび時としては.C16• Cl~ の不飽和酸やCzo. Cz2の飽和酸の存在がζの種ニシンの特徴であ

り，かつ摂餌によって体内に摂取された高度不飽和酸は逐次飽和化されるものと考えられるが C18

酸はあまり変化せず C16酸は飽和化されるよりもむしろ脱水素化されるものと推論している。 Linko

ちりがパルチック海産ニシンの長鎖脂肪酸をガスクロマトグラフイ{によって検索した結果によると，

春ニシンと秋ニシンとではその脂肪酸の種類に相異があり春ニシンでは長鎖脂肪酸中. Cz4から C32

にいたる脂肪酸では 15種のものが存在するのに対し，秋ニシンでは C似からCz8にいたる 9種の脂

肪酸が存在しているにすぎない。乙れらの相異に関して Linkoらは春の時期!r.食餌量が不足である

ζと，および蓄積脂肪に関係のある脂肪酸の選択的変換に差異があるためであろうと推論している。

Ackmanらη は1965年から 1968年にわたってカナダ大西洋岸に産するニシンの脂質に関し， ヨウ

素価の変動と脂肪酸組成との関連をしらぺた結果，ヨウ素価の増減は飽和脂肪酸の含量K無関係でモ

ノエン酸量とポリエン酸量との比K関係していると報告している。

ニシンはイワシなどのCとく多獲魚の一種としてその脂質が種々の用途に役立てられてきた。した

がって市場価値的見地におけるニシン油の調査研究は比較的古くからおとなわれているが， ニシンの

脂質とニシンの生活史との関連についての報告はほとんどない。

本実験は時期別Iと漁獲された同一海域のニシンについて，その脂質含量の変化および脂質の性状を

しらべさらにガスクロマトグラフィーによる脂肪酸組成の検索をお ζなって，ニシンの脂質と産9欄
を中心としたニシンの生活史との関連を追究した。

実験および結果

1. 試料

本実験の試料は 1967年大洋漁業株式会社の所属船第五播州丸が北東カムチヤッカ海域において漁

獲したニシンを，北海道大学水産学部漁場学講座で生物資源学的調査のため収集したものの中から分

Table 1. L仰 tion01抑制pli叫g蜘 tion.

…山|
Location of sampling 

D晶te
L晶もitude Longiもude

1 2125MApary il 1967 59026'N 165035'E 
2 

" 
59039'N 165034'E 

3 2 June ， 59001'N 165056'E 
4 15 June 

" 
59030'N 165013'E 

5 7 July ， 59022'N 165020'E 
6 

2144JAuulgy 18b " 
60016'N 167046'E 

T 
" 

60021'N 168050'E 
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脂質試料の調製

生物学的測定終了後の実験試料各個体を頭

部，体部， 内臓部の 3部lと分け， 体部は三枚

におろし体肉部と骨部とにわけた。時期別お

よび雌雄別の各10尾を各部ごとに合し，その

体肉部と内臓部の脂質を Bligh& Dyer法に
もとずき， メタノール・ク口、ホルム混合溶剤jで抽出分離した。えられた脂質の収量から算出された

体肉部および内臓部の含油量について，その時期的な変化を Fig.-2Aおよび Fig.ー2BIe示した。

1974. 

JiA 

25(1). 報

250 

業産

穣を受けたものである。収集されたエシンは

5才魚および6才魚であったが， 実験Iとは 5

才魚のみを用いた。またその漁獲時期は 4月

より 8月にいたっており産卵期がその聞に介

在している。漁獲時期にしたがって 7群にわ

け各群ごと le雌魚および雄魚の各10尾を無作

為にとって実験材料とした。漁獲年月日およ

び漁場の位置は Table-lのとおりである。

水大北

。Bodyweigbl 

l:J. Gonad weight 
生物学的測定

実験試料各個体Ieっき，体長， 体重および

生殖巣重量を測定した。 その結果各群の平均

体重と生殖巣重量の平均値を Fig.-1 fe示した。

2. 

Fig. 1. Se槌 on品lv品riationof body and 
gonad weight of herring. 

Apr.25 M町12

3. 

ー-Fl..h

---Viscera 

July 7 July24 Aug.a 

一一一ー一ーーDate

Fig. 2B. Season晶1v晶riationof lipid 
conもen旬 inthe herring flesh and 
vi即位晶 (fem晶，le).

June 2 June15 Apr.25 匹~ayl2
July 7 July2' Aug.l' 

ー一一ーーDate

Fig. 2A. Season晶1v晶，ri副 on of lipid 
。onもen旬 inぬeherring fl剖h晶nd
討soer晶 (m晶le).
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一一 Male 

ー--Female 

80 

Flesh 

A Viscera 

Apr.25 M町12 June 2 Junel5 JuJy 7 JuJy24 A...14 
一一一一ーーDate

Fig. 3. Seasonal v品.ri晶もionof iodine v晶lue.

ー-Male

ーーーFemale

。FJesh

A Viscera 

Apr.25 May12 June 2 J，岨el5 JuJy 7 July24 Aug.14 
ーーーーーDate

Fig.4A. Se品目onal刊 ri抗ionof unsapon温able
matter contents in the herring lipids. 

考

4. 脂質の分析

前項でえられた脂質を 10倍量のアセトンに

溶解し冷却して析出する部分を除去した後，

溶剤を溜出してアセトン可溶部を分離した。

その収率は Table-211:示した。 ζのアセトン

可溶脂質につき， ヨウ素価および不ケン化物

含量を測定しそれらの時期的変化を Fig.-3お

よび Fig.-4A. Fig. -4B K示した。また ζの

脂質をケン化して混合脂肪酸を分離し. 14 % 

三弗化ホウ素・メチルアルコール溶液によっ

てメチルエステル化した。 乙れを石油エーテ

Jレにとかし 5%溶液としてガスクロマトグラ

フィーを実施した。 その操作条件は Table-3

K示すとおりである。えられたクロマトグラ

ムより算出した脂肪酸組成を Table-4ないし

Table-7 K示した。

Apr.25 May12 June 2 June15 JuJy 7 JuJy24 Au，.14 
一一ーDate

Fig. 4B. Seasonal v晶.riationof uns晶.poni宣晶.ble
ma'ももercontents in 回，chp乱rもof the 
herring. 

察

1. 生殖巣重量の推移について

Panin1)の調査報告によると北東カムチヤッカニシンの産卵時期は5月ないし6月となっているが，

本試験結果によると Fig.-1のCとく 5月 12日の試料魚において生殖巣重量が最大となっており.6 

月2日の試料魚では減少しさらに7月7日の試料魚にいたるまで急激に減少しつYげている。 ζの乙
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T品，ble2. Content 01 acetone solゆleIractions 01 the lipids. 

nGurmobup er 
Flesh (%) Viscera (%) 

Male Fem品le Male Fem乱le

1 96.5 98.8 94-.1 90.2 
2 98.2 97.6 93.2 94.7 
3 83.4 99.8 87.9 92.9 
4 96.9 99.2 97.1 98.7 
5 83.0 98.1 97.4 98.40 
6 98.9 99.2 97.9 98.1 
T 99.2 98.2 99.7 98.6 
Mean 93.7 98.7 95.3 95.9 

T油le3. Operating ωndi抑制 01glω」句協idchrO'l叩 tography.

Insも，rumenも

Column 

clolumn tem.p. 

Carrier g倒

Detector 

Yanagimoto GCG・5DH

10% diethylene-glycol succinaぬ onNeo唱。rbNC 
(80-100 mesh) 3 mm i.d. 1.5 m 

1900C 

N， Column inl団 pre関ure0.8 kg/cm 

FID， H 15 ml/min Air 600 ml/min 
M加国“on1/16， Sensitivity 10 

T油le4. Fatty acid compωitions 01 lipids 01 the herring jlω'h (明日le).

ニ習で! 1 2 3 4 5 6 

14:0 12.3 8.6 10.2 11.7 10.7 9.3 
14:1 0.9 1.1 1.4 2.3 1.7 2.2 
15:0 0.4 0.6 1.0 1.6 1.1 0.9 
16:0 16.3 16.5 18.6 16.4. 17.6 14.2 
16:1 10.6 8.1 7.7 12.2 12.7 8.9 
17:0 1.5 1.9 2.3 1.8 1.7 1.3 
17:1+16:2 0.9 1.1 色r 1.7 1.6 1.2 
18:0 1.4 1.6 2.1 1.9 1.9 1.5 
18:1 19.1 22.1 18.2 12.4 15.1 13.8 
19:0(?) 1.4 1.4 tr 2.3 1.8 1.6 
18:2 1.0 1.0 1.3 1.6 1.2 1.2 
20:0 もr もr tr もr tr 色r
18:3 0.6 0.5 0.7 0.9 1.0 0.9 
20:1 13.3 13.1 13.5 10.3 9.3 13.6 
18:4 1.6 1.1 tr 3.5 2.4 2.1 
20:4(印6) もr 0.4 もr tr tr もr
20:4(曲3)+ 11.4 12.0 11.6 10.7 9.1 15.0 
22: 1 (Main) 
20:5 3.0 2.9 3.9 5.8 5.7 5.7 
24:1 1.7 1.9 もr tr tr 2.7 
22:5 tr tr もr もr tr tr 
22:6 2.5 4.2 7.6 3.0 5.4 3.9 

7 

10. 7 
2.4 
1.4 
14.6 
11.9 
1.7 
1.5 
1.9 
16.9 
1.9 
1.0 
七r
0.8 
10.6 
2.0 
もr
9.3 

6.3 
tr 
tr 
5.1 

To匂』 99.9 100.1 100.1 100.1 100.0 100.0 100.0 
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Table 5. Fatty acid仰叩ositions01 l伊仙 01the herri吋 fl品 (Je糊 16).

立計 1 2 3 4 5 6 7 

14:0 10.9 9.5 10.8 9.0 10.9 12.0 11.0 
14:1 0.6 0.6 1.3 0.8 0.9 1.3 1.2 
15:0 0.5 0.5 1.0 0.5 0.7 0.8 0.7 
16:0 20.2 18.0 17.2 14.8 15.3 16.8 16.9 
16:1 10.8 10.0 8.0 10.3 13.0 12.0 12.7 
17:0 0.9 1.7 1.8 1.2 1.2 1.0 0.9 
17:1+16:2 0.8 0.7 0.9 0.9 1.0 1.2 1.2 
18:0 1.3 1.4 1.8 1.5 1.7 1.7 1.7 
18:1 23.2 24.9 19.1 15.5 16.2 15.8 14.9 
19:0(?) 0.8 0.8 0.8 1.2 1.2 1.2 1.4 
18:2 0.8 0.8 1.0 0.7 0.7 0.8 0.9 
20:0 もr もr tr tr tr tr tr 
18:3 0.4 0.4 0.5 0.6 0.5 0.6 0.6 
20:1 12.5 13.2 13.7 14.8 11.5 13.2 12.7 

18・((44"h4{sω)h6+ ) ) 

0.9 0.7 1.3 0.2 2.4 2.1 1.6 
20 0.4 もr 色r tr 0.4 0.5 tr 
20:4 8.8 11.0 11.9 17.2 9.8 8.8 11.3 
22:1 
20:5 3.4 2.7 3.2 6.1 7.4 5.3 5.9 
24:1 0.9 0.8 1.2 1.3 1.1 1.4 1.4 
22:5 色r tr tr tr tr もr tr 
22:6 1.9 2.2 4.4 3.4 4.1 3.2 3.0 

To随I 100.0 99.9 99.9 100.0 100.0 99.9 100.0 

とはその期間中11:.産卵がお ζなわれているととを示すもので Paninの報告と一致する。

2. 含油量の変化について

Fig. -2AおよびFig.-2B によると，体油については雌魚の場合5月の試料魚が4月のものより幾

分高い値を示しているが 6月にいたると急激に減少しており，雄魚の場合は4月から 6月にかけて

漸減の線をたどっている。いずれも 6月初句が最低で6月中旬11:.最高値を示しているととは 5月中

旬から 6月初旬にかけて産卵がおζなわれその後摂餌によって体油が急増する ζとを意味している。

またそれは Fig.ー1における生殖巣重量の推移とも一致している。内臓部の含油量についても雌雄と

もに体油の場合とほず似ているが， ζれは主として摂餌量の変化と深い関連があって5月ないし6月

の産卵期にはほとんど摂餌のとtいζとを示している。産卵後の6月中旬tといたって索餌活動がにわか

に活滋となったととは体部および内臓部の含油量がその期にいたって急増している結果から推察する

ととができる。

3. Fig.-3ヨウ素価の変動について

Fig. -3によるとヨウ素価は産卵期を境にして大きく変化している。体油の場合は5月から 6月にか

けての産卵期に上昇しはじめ，産卵後の摂餌期に入るとさらに急増している。 ζれは食餌中の脂質成

分に影響されているものと推定され，内臓油が特11:.甚だしい増加を示しているととからも十分推察さ

れうる ζとである。 7月ないし8月にいたってヨウ素価がや』下降線をたどるのは， そのζろから蓄

積脂肪としてのモノエン酸が漸増するためであろうと推論される。
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T山le6. Fatty αcidωηqωiti0n8 of lip似801 the herring viscera (怖ale).

社 11 2 3 4 5 6 7 

14:0 10.9 8.3 6.6 13.1 10.6 10.1 10.3 
14:1 1.7 2.2 1.6 2.3 3.2 2.4- 2.2 
15:0 1.0 1.2 1.0 1.6 1.7 1.3 1.4 
16:0 17.6 21.5 17.9 15.2 15.5 12.5 14.6 
16:1 10.3 8.1 7.8 13.5 11.3 10.8 19.1 
17:0 1.7 1.9 2.9 1.8 2.3 1.8 1.5 
17:1十16:2 1.7 1.3 もr 1.7 1.9 1.7 1.8 
18:0 1.7 2.5 3.3 2.1 2.7 1.7 1.8 
18:1 18.5 16.9 20.2 13.5 14.2 14.3 13.4 
19:0(?} 1.6 1.3 もr 2.3 2.4 1.8 1.8 
18:2 1.5 1.5 1.5 1.3 2.0 1.1 1.4 
20:0 tr tr もr もr tr tr もr

18:3 1.3 2.0 tr 0.8 1.8 1.0 1.3 
20:1 9.5 9.3 8.4 8.5 7.0 12.1 10.0 
18:4 1.8 2.8 もr 3.0 3.4 1.8 2.0 

202:40:((M4回(3aω)i6+n) ) 
1.5 tr 1.5 tr tr 0.9 tr 

8.1 8.5 6.8 8.8 6.2 14.4 9.2 
22:1 
20:5 4.8 5.7 8.7 7.2 7.0 5.6 5.4 
24:1 0.3 tr 3.0 tr tr tr tr 

22:5 tr tr tr tr もr tr tr 

22:6 4.7 5.2 8.9 3.3 6.8 4.1 2.9 

To色晶I 1ω.2 100.2 100.1 100.0 100.0 100.2 100.1 

4. 不ケン化物含量の変化について

Fig.-4A によると不ケン化物含量は含油量IL大きく左右される ζとがわかる。すなわち 6月2日の

不ケン化物含量が最大値を示しているのは丁度その時期に含油量が最低となっているためである。魚

体各部における不ケン化物の絶対量 (g/100g)については Fig.-4B によると，体肉部の場合には時期

的11:特に大きな変化が認められずほとんど一定であるが，内臓部では6月15日に高い値を示してい

る。とれは脂質含量がζの時点で最大値を示すととから摂餌が活漫になるとともに内臓中IL脂質が蓄

積され，脂質成分のうちとくに不ケン化物が代謝過程の中で一時的に大きく蓄積されたためと推定さ

れる。分難された不ケン化物の外観は体油では淡色液状で内臓油では濃色固状であった。 ζれは前者

が主として高級アルコール， もしくは炭化水素から成り後者が主としてステリンより成るものであろ

うと推定される。

5. 脂肪酸組成について

体油においては 18:1酸が首位を占めその量は雄魚 13.8-22.1(平均16.896)，雌魚 14.9-24.9(平

均 18.596)である。つYいて 16:0酸(平均値雄魚 16.396，雌魚17.096)，20:1酸(平均値雄魚

11.996，雌魚13.196)，22:1酸(平均値雄魚 11.396，雌魚 11.396)，16:1酸(平均値雄魚10.396，

雌魚 11.096)，14:0酸(平均値雄魚 10.596，雌魚 10.696)などの脂肪酸が主なものである。 ζのよ

うにモノエン酸が多いζとはAckmanら7)の指摘するCとく， ヨウ素価の比較的低い要因である。

体泊の構成脂肪酸をモノエン酸およびポリエン酸IL区分し各含量の時期的変化を Fig.-5 IL示した。

雄魚においてはモノヱン酸含量は産卵期にむけて減少を示し，その後増加するが8月IL入って再ぴ低
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T油le7. Fatty acidωmp08itio制。iflかidsof the heN・ingVi8ω:ra (fe伽 le).

半(1 2 3 4 5 6 7 

14:0 12.5 8.3 10.5 9.2 10.9 9.7 9.2 
14:1 1.7 3.6 2.8 1.3 3.1 1.9 2.1 
15:0 1.2 2.4 2.0 0.8 1.9 1.3 1.3 
16:0 18.3 23.1 19.1 13.3 16.9 14.3 13.5 
16:1 12.2 7.8 9.6 12.3 12.2 10.8 12.9 
17:0 2.0 2.4 2.6 1.5 1.9 1.6 2.4 
17:1+16:2 1.6 2.3 2.2 1.4 1.7 1.9 2.0 
18:0 1.7 3.4 3.3 2.0 1.0 2.4 1.9 
18:1 19.3 13.6 17.5 14.1 14.7 15.9 15.2 
19:0(?) 1.9 1.9 もr 2.2 2.6 2.1 2.4 
18:2 2.4 2.0 2.0 1.5 1.3 1.3 1.4 
20:0 もr tr もr もr tr tr tr 
18:3 1.0 もr tr 1.2 1.1 1.2 1.4 
20:1 8.8 5.5 6.3 10.1 9.6 10.4 10.1 
18:4 1.5 4.1 2.1 5.6 2.2 1.0 1.5 

202:40((:肱4曲(S血)h6+) ) 
色r 2.5 2.2 tr tr 1.1 tr 
6.3 4.8 4. 7 10.8 8.1 8.2 8.3 

22:1 
20:5 4.5 5.1 7.4 8.8 5.2 8.4 6.9 
24:1 tr 色r tr tr tr tr tr 
22:5 もr tr tr tr tr tr tr 
22:6 3.1 7.3 5.9 4.1 5.6 5.8 6.1 

Total 100.0 100.1 100.2 100.2 100.0 100.0 100.1 

T油 le8. 0側 :pari80得。if8，日turated，例 O加 6附 ic，polyenoicωid8 and r脚仇 acidcontent8 
betwe帥 North.EωternKa刑chatkaherring伽 dAl仰ω叫 herringlipid8. 

Al品目巴品nheηing31 No凶h.E晶sternK晶mchatk品
Ma品in。idfatty herring 

1964 1965 Mean Male I Female Me晶n

14:0 6.3 6.8 6.6 10.5 10.6 10.6 
16:0 14.8 15.9 15.4 16.3 17.0 16.7 

Saturated acid 23.3 23.1 23.2 32. 7 32.2 32.5 
16:1 7.4 6.6 7.0 10.3 11.0 10.7 
18:1 16.2 16. 7 16.5 16.8 18.5 17.7 
20:1 15.1 10.8 13.0 11.9 13.1 12.5 
22:1 11.7 11.1 11.4 11.3 11.3 11.3 

Monoenoic acid 51.2 46.4 48.8 53.0 55.9 54.5 
20:5 13.1 12.9 13.0 4.8 4.9 4.9 
22:6 6.1 7.0 6.5 4.5 3.2 3.9 

Polyenoic品。id 25.2 26.8 26.0 13.1 10.9 12.0 

下する。飽和酸の消長はモノエン酸のそれと逆の変化を示している。またポリエン酸含量の変化も飽

和酸のそれと似た傾向を示しているが飽和酸の場合ほど顕著ではなく全期聞を通じて漸増する傾向を

示している。
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6. アラスカニシン脂質との比較

同じ太平洋種ではあるがアラスカニシンと

北東カムチヤッカニシンの脂質を比較する

と， その性状K明らかな相異が認められる。

Robischらのの報告によるとアラスカニシン

のヨウ素価は 145.0ないし 149.3であるが，

本実験における北東カムチヤッカニシンのそ

れはlO7.5ないし 114.0と低い値であり， 乙

れは構成脂肪酸の相異を示している。Table-8

によると北東カムチヤッカニシンはアラスカ

ニシンに比べ，飽和脂肪酸およびモノエン酸

量において高い値を示しているのに対してポ

リエン酸量は約半量と低い数値である。 乙の

含量の相異がヨウ素価の低い結果と関連があ

り， それぞれの生息環境が具なるために生ず

る食餌の相具に深い関係があるものと推定さ

れる。構成脂肪酸は 14:0，16:0の両飽和酸に

おいて北東カムチヤッカニシンの方が多く，

20:5， 22:6の高度不飽和酸にあってはアラス

カニシンの方が多い結果を示している。

要

ー-Male 

ー--Female 
渓60Idえミミ¥/
円。
~ 50 

l¥tonoenoic acid 

Saturated acid 

20 

Apr.25 May12 June 2 June15 July 7 July24 Aug.14 

一一一一--Date

Fig.5. Seωon.晶 vari抗ionof contents of 
餓，turated，monoenoic岨.dpolyenoic 
晶，cidsin the tot品1fi晶悦y品。idof the 
herring flesh lipds. 

約

北東カムチヤッカニシンの脂質についてその含有量，性状およびガスクロマトグラフィーによる脂

肪酸組成の検索をお乙なって産卵期を中心とするニシンの生活史との関連をしらぺた結果を要約する

と次のCとくである。

(1) 生殖巣重量および含油量の推移から同魚の産卵期は 5月ないし 6月と推定される。

(2) 含油量は産卵期K最低でその後急増するが， 不ケン化物含量は体油の場合目立つた増減はな

し、。
(3) 雄魚においては産卵期にむけて主としてモノエン酸を消費し産卵期終了とともに摂餌の過程

でモノエン酸を蓄積し，雌魚においては産卵期にむけて飽和酸を多く消費する傾向を示した。

(心 アラスカニシンの脂質に比較すると， ヨウ棄が低く飽和酸， モノヱン酸の含量が多いがポリ

エン酸の含量が少ない。

文献

1) Panin， K. (1950). Biological 品切 on七，heNorth-Eastern K晶.mch抗kaherring. B旬ll.
Pω. 1n8t. Ocean. 32. 

2) K晶，wamura，G. (1970). Studies on the Nor色h-EasternK品mchatk品 herring. Bull. 
Fac. Fisk. Hokkaido Unゐ.21， 1-11. 

3) Robisch， P.A.岨 dGruger， E.H.， Jr. (1968). V，晶ri的ion也 thefatもy品。idcomposition 
of P脚 ificherring oil in Alaska during 1964組 d1965. Fisk. 1rul. Re8. 4， 143--150. 

4) Lovern， Jム晶.ndW∞d， H. (1937). Variaもionin the chemical compo自itionof herring. 
J. Mar. Biol. A88. U.K. 22， 281-293. 

一時一



近藤: ニシンの脂質Iζ関する研究.第 I報

5) Lovern， J.A. (1938). Se制 onalchanges泊 thecomposition of herring fi抗 Bioehem.
J. 32， 676-680. 

6) Linko， R.R. and Ka血ikan切， H. (1970). Fatty acid of long ch晶inlength in Balもic
h日目inglipid自. J. Am. Oil Ohem. Soe. 47， 42--46. 

7) Ackman， R.G. and E乱ωn，C.A. (1970). Biochemical implications of seasonal trends 
血もheiodine v晶lueand free fatty acid levels of commercially produωd Atlanもic
coast herring oil日. J. Fi8h. Res. Bd. 0，αnada 27， 1669-1683. 

-77ー


	0068.tif
	0069.tif
	0070.tif
	0071.tif
	0072.tif
	0073.tif
	0074.tif
	0075.tif
	0076.tif
	0077.tif

